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研究成果の概要 

本研究では生物由来の一様点群生成法に関わる理論・応用開発を進めている。[1]では数理植物学の葉

序の数理を数論の知見を用いて一般化し、一般曲面や対角化可能な計量をもつ多様体上で非周期的か

つ高密度な点配置を可能とする新たなパッキング理論を創始した。今年度は九大よりプレスリリース

（https://www.kyushu-u.ac.jp/f/59085/24_10_04.pdf）を行い、非周期タイリングの国際研究集会な

どで講演した。 

[2]では国際結晶学連合の数理結晶学委員の活動に関連し、格子基底簡約理論の結晶構造解析への応用

を、自分が過去に開発した手法・依頼内容に関わる純粋数学の知見とともに解説した。[2]の寄稿は、

結晶学で、群同変機械学習とともに、合同変換・同種原子の交換で一致する構造の同一性を考慮したデ

ータ構造の開発が注目されていることに起因する。本論文は指導学生による 2018 年度の未公表の修士

論文成果を含み、続編として最新の結果を投稿中である。 

[3]はクラスレート水における五角形環構造の構造決定に関する論文で、富安は in-zone 回折像の ab-

initio indexingに貢献した（以前開発した粉末回折・電子線後方回折用 CONOGRAPH 手法の応用）。2022

年創発の場をきっかけに李秦宜氏（九大、井村パネル）の紹介で台湾中央研究院物理研究所の黃英碩教

授の未知構造解析に協力し、CONOGRAPHの手法を実装したコードを簡易に開発し格子定数を一意に決定

した。 
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